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One wall is divided into two or more space in the horizontal direction. Pillars to create a boundary 
surface at invisible, divided into here and there. Floor is divided into land and building. Ceiling is divided 
into upper and lowers inside. The roof is divided into the sky and building. 
 In this way, the architecture is made up or combine or divide in how the space. I think among have 
learned the architecture, we can make a space rich more, by giving a change in the way of partitioning the 
space. And, this study began with was impressed with the house of Rudolf Schindler in Kings Road. Mr. 
Schindler separated space by wooden beams, and had changed the quality of the space by a change in 
ceiling height.  I plan architecture like connecting space softly by wooden beams. 
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１． はじめに 
１枚の壁は、ひと続きの空間を水平方向に２つ以上に分
け、柱は求心的な役割を持つとともに、時には目には見
えない境界面をつくる。そして、床は大地と建築を切り
離し、屋根は空と建築とを垂直方向に分ける。 
このように、建築はある空間どうしを仕切り、組み合わ
せるかによって成り立っている。 
私は、建築を学んでいくなかで、空間を均質な四角い箱
ではなく、その仕切り方に変化を与えることで、より豊
かな空間をつくることができるのではないかと考えて
きた。そしてそんな中、ルドルフ・シンドラーのキング
ス・ロードの自邸に感銘を受けたことから本研究は始ま
った。 
 
２． シンドラー邸について 
本修士設計のきっかけとなった作品がルドルフ・Ｍ・
シンドラーのキングス・ロードの自邸である。コンクリ
ートの壁と木造の梁、木製のサッシで構成されているこ
の住宅はどことなく日本的な要素が感じられるのが特
徴的である。特に空間の仕切り方や繋がり方に注目して
構成をみていくと、玄関や居間などにかけて天井高に変
化をつけていることや、木造の梁で空間をやわらかく区
切り、また庭に向けて方向性を与えていることなどが明
らかになった。それはシンドラーが空間を平面上の配置
や大きさだけではなく、3 次元的なボリュームとしてそ
の機能を位置付けているといえるだろう。また、ひとつ
の部屋にひとつの機能をあてがうのではなく、部屋の中
でも空間に差異をつけ、様々な行為が行われる居場所を
作り出していることがシンドラーの特徴であり、また見
習うべき点であると感じた。 
そして、シンドラーの設計に使われた様々な手法の中で
も、木造の梁とその上の空間に広がりをもたせることで
出来る空間の差異に着目し、自身の設計に活かしていき
たいと考える。 
 
３． 空間の仕切り方、繋がり方 
空間の仕切り方には様々な手法がある。その中でも、
シンドラーが梁と天井高の変化によって空間に差異を
与えていたように、垂直方向の操作によって空間を仕切
ったり、つなげたりするような建築について考える。 
（１） 屋根勾配によって空間を仕切る 
平田晃久氏の住宅作品「イエノイエ」では、住まい手
の数だけ、屋根の凹凸がつくられる。その屋根はそれぞ
れのスペースを囲うが勾配によって柔らかく他の部屋
とつながり一体感を作り出している。 
  
（２） ボリュームをずらすことで仕切る 
平田晃久氏の「house H」では、各室を交互に垂直方向
にずらすことで、空間を仕切っている。ずらすことで視
線の抜けを巧みに操作している。プランニング上は、は
Hosei University Repository
っきりと分けられて見える各部屋だが、垂直方向への操
作により、全ての部屋が緩やかに仕切られながらもひと
つながりに感じられる。 
 
（３） 光の入り方、開口によって仕切る 
レイモンド長浜保育園/アーキビジョン広谷スタジオ
では、平屋建ての大屋根の下に、透明感のある連続性の
高い空間をつくり、その中に、木の壁で囲まれた小さな
家のような空間「空の家」を配置している。適度に設け
られた開口により、園児は囲われたと意識し、保育士か
らは視線が通るように考えられている。 
また天井の高い内部空間は、大屋根を突き抜けて空へ
と伸び、時間や季節による光の変化を感じられるように
なっている 
 
どの作品も空間を垂直方向に操作することで、部屋を
完全には仕切らず、隣どうしの部屋に関係性をもたせて
いる。設計提案では、部屋と部屋の距離感を操作するこ
とで、様々な用途に対応できるような空間構成について
考えていきたい。 
 
 
４． 対象敷地 
本計画では、渋谷区代官山の西郷山公園に隣接する場
所を敷地とする。この敷地には現在、区立菅刈保育園、
菅刈住区センターが建っている。緑豊かな西郷山公園は
平日も休日も多くの家族連れなどが散歩に来る、非常に
人気のある公園である。また、公園から本敷地までには
約 4ｍの高低差があることが特徴的である。現在は区立
の保育園と住区センターが建っている。緑豊かな立地で
あるにもかかわらず、公園の裏にひっそりとした雰囲気
があり、公園との繋がりはほとんどない。休日ともなる
と、ほとんど人影がないのが現状である。そこで、以下
の 3 点が課題であると考える。 
・保育園で生活する園児にもっと外部とのつながりを感
じられるような空間をつくること 
・公共施設である住区センターがもっと地域に開かれた
ものであるべきである 
・時間帯によって利用者が変わるので、二施設を一体で
つくることで使われてない部屋をなくし、合理的に利用
する。 
 
Fig.1 設計対象地 
５． 設計手法 
壁と梁をずらすことで部屋どうしに新しい関係性を
生む。 
 
 
Fig.2 コンセプト 
 
そして、壁の高さ、天井、梁の位置の操作を加え、構
成していく。 
 
Fig.3 壁、天井、梁のスタディー 
 
６． 設計概要 
（１） 構成 
プログラム現在建っている保育園と住区センターに
図書機能を加え、それぞれの機能を木造の梁がつないで
いく構成とする。 
（２） 構造 
空間を上下にわけることをより強調するため、下の空
間は鉄筋コンクリート造とし、上の空間は 150×1200 の
集成材を使用した大きな格子状の梁を組む。集成材で組
まれた梁は空間を仕切るだけでなく、構造としても建築
を支える大きな要素となる。
 
Fig.4 詳細断面図 
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 （３） 内部空間 
隣り合う部屋や外部に関係を持たせるように梁をか
けていく。天井高さや光の入り方などの異なる４つの空
間がつくられる。
 
Fig.5 梁のかけかた 
 
  
   
Fig.6 ４つ断面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７． 結論 
壁と梁の操作で、部屋どうしに新たな関係性が生まれ
ないかと研究してきた。この構成の方法で今回とは異な
ったプログラムでも対応できるのではないかと感じた。
まだまだスタディーが必要ではあるが、このテーマを研
究できてよかったと思う。 
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